
 ０ 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

進路説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ： １１月１６日（月）  

         １４：５０～  

場 所 ： 体育館 

 

１．開会の言葉 

２．学校長あいさつ 

３．進路について 

４．質疑応答 

５．閉会の言葉 

 

札幌市立明園中学校 
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 進路選択について                  
 

１．進路決定に向けて 
中学校生活も２年半が過ぎ、卒業まで残すところあと約４ヶ月です。しかし、進路選択・決

定という点では残りはあと１ヶ月半です。１２月中頃には最終的な決定をしなければいけませ

ん。 

これまで生徒たちは、様々な活動を通しいろいろな角度から「自分」というものを見つめて

きました。これからは、決められたレールの上を歩くのではなく、自分の道は自分で決め、歩

いていかねばなりません。その第一歩が中学卒業後の進路選択と言えます。進路を考えるとい

うことは、自分の人生を真剣に考える、ということにほかなりません。親として、人生の先輩

（経験者）として、最善の助言を与え、本人にとって最適な進路をしっかり考えさせていきた

いものです。 

ここ数年、高等学校への進学率が９８％以上に達している反面、安易な選択による「高校中

退者の増加」、「無業者の増加」が社会問題となっています。「将来のことなんか分からない・・・」、

「今が楽しければいいや・・・」、「将来なんかどうにかなるさ・・・」というような刹那的・

短絡的な考えは、ゆくゆくは自分自身の将来を危うくするということを忘れてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中学校までとの違い （普通科のケース）≫ 
・中学校までとは違い、同じような学力の生徒が集中する（公立で４ランク分程度） 

・私立は入学時からコース別が一般的（公立も２、３年時にコース分けする学校あり） 

・学力差が少ないので、授業レベルは中学時より高め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある高校の先生からの言葉を紹介します 
 

「高校に入ってしまえば何とかなる。」といった考えの生徒ほど高校生活に苦痛を

感じ、中途退学する生徒も増えてきているのが実状。このような生徒達は、「友達が行

くから」、「親に行けと言われたから」、「ランク的にここしかなかったから」、と本人

の意思が感じられない進路選択の結果が大半を占めている。 高校に入って何を学ぶの

か、高校卒業後はどうしたいのか、という目標を定めて受験してほしい。 
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２．保護者の方々へのお願い 
 

（１）ご家庭で十分な話し合いを 

どんな進路選択をするにしても、ご家庭での話し合いを十分に行ってください。その際、保

護者の方から「○○高校を受けなさい」とか、「○○高校はダメだ」といったような一方的な

会話はしないようにお願いします。いわゆるランクが高い高校が生徒本人にとって良いとは限

りません。生徒一人一人の性格や個性が違うように「良い高校」は生徒ごとに異なるものです。 

   「進路のしおり」・ホームページでの高校紹介や、見学会・説明会の結果等も参考にして、

お子さんが前向きな気持ちで進路選択できるよう、話し合いを進めてください。 

 

（２）心と体の健康管理を 

受験生を持つ親の一番の気がかりは、「子どもの学習が効率的に進んでいるか？」、「当日

は実力を発揮できるか？」ではないでしょうか。 

睡眠のとりかた、学習時間のとりかた、食事への配慮、息抜きのしかたなど、子どもの重荷

にならないようにさりげなく健康管理を行っていただきたいと思います。だからといって、受

験生という理由で過保護にする必要はありません。 

精神面では、他生徒や兄弟姉妹と比較したり、近所や親戚の目を気にしすぎたりすることは、

本人にとって精神的なストレスになります。過度なプレッシャーにならない程度の叱咤激励と、

頑張っている所を認めてあげる寛容さが大切です。 

 

（３）期日厳守を徹底させる 

「進路だより」や進路に関わるプリント類などには、必ず目を通すようお願いします。特に、

必要なプリント類の提出忘れや期日遅れなどは絶対無いようご家庭で確認をしてください。 

（提出先では提出期限を１時間でも遅れると受け取り不可になります。）『提出物は余裕をも

って提出する習慣』をご家庭でも心がけていただきたいと思います。 

 

（４）最終決定は本人に 

進路選択の最終的な決定はお子さんにさせてください。保護者の方や教師の助言をもとに、

自分の意思で進むべき道を決めていくことが自立への一歩です。そのうえで、お子さんの意思

を尊重し、支えていくことが、進路実現へ向けて、迷いなく全力で取り組むことにつながりま

す。 

 

 

３．『出願手続き依頼書』について 
学力 C 終了後、「第３回進路希望調査」を実施します。（この希望をもとに出願手続きの準備を

します）その後、最後の担任との進路相談、ご家庭での話し合いで進路希望先を最終決定していた

だきます。 

最終決定した進路希望先は、『出願手続き依頼書』に記入・提出し、中学校ではそれをもとに願

書等の準備をします。 

 

※『出願手続き依頼書』は、２学期末懇談時に保護者同伴のもとで確認・提出します。この場に

なってから、「先生どうしましょうか？」とならないよう、これまでに最終的な意思決定をし

ておいてください。 
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 進路に関わる主な日程          
  進路日程に、「自分の都合で１日、２日待ってほしい」は難しいことをご理解ください。手続きの遅れ

は出願を受け付けてもらえなくなることを意味します。期日は必ず守るようにお願いします。 

 

月 校内の行事・進路関係 校外進路関係 

１０   ・高校説明会（随時） 

１１ 

・２学期テスト ９日 

・学力総合Ｃ １１日 

・「第３回進路希望調査(20日〆切)」※最終 

・進路写真撮影   ２０日 

・推薦希望者申込 ～２０日（依頼書提出） 

・高校説明会（随時） 

 

 

・出願準備 

 

１２ 

・推薦候補者学校長面接 ８～１６日 

・３年後期テスト １０日 

・期末懇談 １４～１８日（３年生） 

 

 

 

・『出願手続き依頼書』提出～懇談時まで 

・私立（推薦・単願）願書配布、提出 

・公立、高専 願書配布(23日) 

・終業式 ２５日…公立、高専 願書提出 

・願書取り寄せ 

 

・願書・調査書発送(出願早い学校) 

冬 

休 

み  

・収入証紙(道立)購入、入学手数料納入(市

立)を済ませておく：全日制2,200円 

           定時制  950円   

・私立（推薦・単願）願書・調査書発送 

１ 

・始業式 １５日   

・私立（一般）願書配布、提出 

・３年３学期テスト １８日 

 

・願書(公立高合同受付20日)・調査書発送 

・高専（推薦）面接試験  

⇒22日(函館)・23日(苫・旭・釧) 

・私立（推薦・単願）受験者入試 １月中旬～

下旬 

・公立出願状況発表 ２６日１０時 

・公立出願変更受付 ２７日～２月２日１６時 

２ 

・私立（一般）受験票配布 ・公立（推薦）面接試験 １０日 

・高専（一般）入試 ２１日(合格発表3月2日) 

・私立（一般）入試Ａ日程 １６、１７日 

・私立（一般）入試Ｂ日程 １９、２０日 

・私立合格発表 ～３月上旬まで 

３ 

・公立（一般）受検票配布 

・『入学意思確認書』提出 

・卒業式 １５日 

・公立（一般）受験者登校日 １６日 

 (入学意思の最終確認) 

 

※今年度は公立高校の前日下見なし、合格発

表掲示なし(Webのみ)  

・公立再出願後出願状況発表 １日１１時 

・公立（一般）入試 ３日、４日 

・公立合格発表   １６日１０時 

・公立追加合格発表 １７日９時半～１６時半 

・追検査：3月17日(コロナ等で本検査未受検者)

⇒合格発表：19日 

・公立２次募集受付 ２３日～２４日１６時半 

・公立２次募集合格発表 ～２６日 

 

 

◇日程に変更がある場合は、「進路だより」などでその都度連絡をしていきます。 

◇“入学手続き”は中学校では行いません。高校からの合格通知に従い、ご家庭でしっかり行って 

ください。 

合格しても高校で指定した期日までに手続きをしないと入学できませんので十分ご注意ください。 

進路先の最終決定 
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 公立高等学校の入学者選抜について  
１．学区と出願できる高等学校 「進路のしおり」P３９～４２ 

 

（１）全日制普通科の場合 

出願できるのは１つの高校の１課程、１学科に限られています。 また、通学区域（学区）

の制限を受け、出願できる学区は保護者の居住する住所によって決まります。 

 

①明園中の通学区域に居住している生徒は、石狩学区の高等学校（☆札幌市立高等学校を含む）

に制限なく出願できます。（下表） 

②石狩学区以外の高校を出願する場合は、募集人員の１０％までの制限を受けますが、募集人

員が１２０人以下（３間口以下）の高校を出願する場合は、定員の５０％までの制限となりま

す。 

 

普通科 

札幌南、札幌月寒、☆札幌平岸、札幌南陵 

札幌東、札幌啓成、札幌真栄、☆札幌清田、札幌東豊、札幌丘珠 

札幌北、札幌北陵、☆札幌新川、石狩南、札幌国際情報、当別 

札幌西、札幌西陵、札幌稲雲 

野幌、江別、千歳、恵庭南、恵庭北、北広島西 

単位制 
☆札幌旭丘、☆札幌藻岩、札幌手稲、札幌白石、札幌白陵、北広島、

大麻、札幌東陵、札幌英藍 

フィールド

制 

札幌平岡、札幌あすかぜ、千歳北陽、 

専門コース ☆札幌平岸（デザインアート）、☆札幌清田（グローバル） 

※学区とは保護者の居住する学区ですので、すでに石狩学区以外へ転居が決まっていましたら

早めに担任の先生へお申し出ください。 

 

（２）全日制専門学科・総合学科の場合 

全道どこへでも出願できます。 出願した高校に複数の学科が設置されている場合、「第２

志望」または「第１志望及び第２志望の学科以外の学科への入学希望」を出願時に出すことが

できます。 

 

専門学科 

札幌国際情報（国際文化科・理数工学科・グローバルビジネス科） 

札幌啓成（理数科） 

札幌工業（機械科・建築科・電気科・土木科） 

札幌琴似工業（電子機械科・電気科・情報技術科・環境化学科） 

札幌東商業（流通経済科・国際経済科・会計ビジネス科・情報処理科） 

☆札幌啓北商業（未来商学科） 

当別（園芸デザイン科・家政科） 

江別（事務情報科・生活デザイン科） 

千歳（国際教養科・国際流通科） 

恵庭南（体育科）  

石狩翔陽、札幌厚別（総合学科）  など 

 

（３）定時制、通信制の場合 

全道どこへでも出願できます。 

 

定
時
制 

普通科 札幌東、札幌西、札幌南、札幌北、札幌月寒、江別  など 

専門学科 
札幌工業（機械科・電気科・建築科）、札幌琴似工業（電子機械科・電気科）  

など 

単位制 有朋（普通科・事務情報科）、☆市立札幌大通（午前部・午後部・夜間部）   

通信制 有朋（普通科） 
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２．一般入学者選抜の方法 
 

（１）選抜の資料 

合否の判定は下記の資料を各高校側が総合的に判断して行われます。 

●学力検査の成績・・・国・数・社・理・英の各６０点  計３００点 

≪傾斜配点≫ 

各学校の裁量により特定の教科を何倍かして学力検査の点数を算出すること。 

≪学校裁量問題≫ 

各学校の裁量により国語・数学・英語の一部問題を「裁量問題」に変えて行うこと。 

 

●個人調査書・・・３年間の学習点(ランク)、出欠席の記録、特別活動（委員会・係）の

記録、学習や生活の様子、総合的な学習の様子、部活での活躍など。 

 

●面接・実技・作文・適性検査など・・・実施する高校毎に基準が設けられています。 

 

※定時制および通信制の高校は学力検査を実施しません。（大通高校を除く） 

    

   ※令和４年度には、学力検査の合計点や裁量問題についての変更が検討されていますが、

これについては詳細が決まりましたら随時お伝えします。 

  

（２）学力検査の選抜方法 

複数の尺度で行います。 

①学力検査の成績と個人調査書の学習点(ランク)を同等に見る ⇒定員の７０％程度 

②個人調査書の学習点（ランク）を重視する ⇒定員の１５％程度 

③学力検査の成績を重視する ⇒定員の１５％程度 

※②と③は、各高校の裁量で６：４とか８：２のように重視する割合を決めています。 

 

 

 

学力点 

学習点 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

300～289 288～277 276～265 264～253 252～241 240～229 228～217 216～205 204～193 192～181 

Ａ 
315～306            

305～296       ○  ○  ○  ○ ○   ○○     ○    

Ｂ 
295～286 

     ○  ○ ○  ○  ○   ○○○  ○ 

○ 

○   

× 

   

285～276   ○  ○  ○ ○ ○○○○ ○  ○   × ×  × ×    

Ｃ 
275～266      ○   ○○ ○○ ○  ×× ×  × ×   ×    

265～256    ○   ○ ○  ○ × × ×      

Ｄ 
255～246   ○  ○   × ×  ×      

245～236     ××       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員の７０％ 

定員の１５％ 

学習点重視 定員の１５％ 

学力検査重視 



 ６ 

 

 

 

３．有朋高校及び市立札幌大通高校 
 

（１）北海道有朋高等学校     

単位制と通信制の２つの課程を有している高校です。単位制は、正式には「単位制による定

時制」と呼びます。単位制には普通科（８０名）と事務情報科（８０名）があります。 

・単位制は、開設している科目を生徒が自由に選択して自分だけの時間割を作成して学ぶこ

とができる履修形態です。もちろん、必修科目は時間割に組み込まなければいけません。 

・通信制は、自宅学習が中心になり、レポートの作成と面接指導（スクーリング：月２回程

度）と定期試験を受けながら必要単位を取得していきます。 

 

①自己推薦入学者選抜（単位制のみ） 

・専用の願書で出願。日程は、他の公立高校と同じ。 

・選抜は、（個人調査書）・自己推薦書・面接で行う。 

・自己推薦入試で合格内定にならなかった者は、一般入試に再出願できる。 

 

②単位制の出願 

・専用の願書を作成、受付期間は ３月９日～３月１７日１２：００ 

  ※公立高校受検者は１６日以前の出願は出来ません(不合格になった場合のみ 

出願可能)。 

・選抜日は、３月２４日 ・作文・面接・（個人調査書） 

・前期合格発表は３月２９日１０時 

 

③通信制の出願 

・専用の願書を作成、受付期間は ２月１５日～３月１８日１６：３０ 

・選抜方法は、個人調査書の内容のみ。学力検査・面接は行わない。 

・合格発表は３月２９日に本人に通知。 

 

（２）市立札幌大通高等学校 

・大通高校は普通科のみの定時制で、上記の有朋高等学校の単位制とほぼ同じシステムです。 

自分で時間割を組み、必要単位数を取得する形になります。４年間在学が基本ですが、必要単

位数を取得すると３年間で卒業できる点も有朋高等学校の単位制と同様です。（正式には「単

位制による定時制」と呼びます） 

・午前部、午後部、夜間部の三部制で、生徒はいずれかの部に在籍することになります。 

 

①自己推薦入学者選抜 

・他の公立高校と同様な形で出願する。 入試日程も同様。 

・選抜は、（個人調査書）・自己推薦書・作文・面接で行う 

・自己推薦入試で合格内定にならなかった者は、一般入試に再出願できる。 

 

②一般入学者選抜（前期） 

・他の公立高校と同様な形で出願する。 入試日程も同様。 

・出願変更はできるが、全日制への変更はできない。 

 

 
募集人員 選抜方法 

備考 
午前部 午後部 夜間部 検査項目 調査書 

自己推薦入試 30名程度 30名程度 50名程度 作文、面接、自己推薦書 必要 出願変更不可 

一般入試 80名程度 60名程度 40名程度 学力検査、面接 不要 
定時制普通科へ

の出願変更可能 
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４．出願手続き 
 

（１）出願までの流れ 「進路のしおり」P４９～５２ 

①出願の手続きはすべて中学校を経由します。最後の進路希望調査（第３回）の記載をもとに、

各高校から願書を取り寄せ、懇談時に提出する「出願手続き依頼書」で最終決定します。 

 

②２学期中に願書を配布します(１２月２３日の予定)。「紛失した」、「汚してしまった」と

いうことのないように十分注意をしてください。 生徒は１２月の学活などで下書きの練習を

しますので、必ず生徒本人に記入をさせてください。保護者は「保護者署名」の部分のみ自

署をお願いします。「出願者署名」と「保護者署名」が同じ筆跡と判断されますと願書は受け

付けてもらえませんので注意してください。願書提出は２学期終業式です。 

 

③道立高校の願書には検定料として「北海道収入証紙」を貼り付けます（札幌市立高校は、銀

行で振込み「納入通知書・領収書」を願書に貼り付ける）。割印やその他の印を押すところは

ご家庭では押さないでください。担任が本人と確認の上で卒業記念品の印鑑で割印を押しま

す（他の不備・訂正があった場合に対応する為です）。 

 

記載ミスしてしまった場合 

修正液を使ってはいけません。 訂正印を押してはいけません。 収入証紙、納入通知書、

写真は、貼り付けずに願書と一緒に担任に提出し、記載ミスしたことを告げる。 

 

 

（２）出願変更 「進路のしおり」P４１～４３ 

出願変更は一度のみできます。推薦受検の場合（自己推薦含む）はできません。新聞などで

発表された倍率を見て動揺した生徒が変更する場合が多いのですが、多くの場合、変更しても

大きく倍率が動くことはありません。どっしり構えることが必要です。 

実際の手続きは、その時期に変更希望者に説明しますが、手続きは保護者の方に行っていた

だきます。「出願変更願」を作成し当初出願校に提出、その高校から「出願変更承認書」をも

らい、出願変更する高校へ提出することになります。慌ただしい１日になります。 

 

 ↓当初出願校（大学科）出願変更先（大学科）→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

①旭丘  ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

②清田普通科グローバルコース ○  ○ ○ ○ ○ × ○ 

③平岸普通科デザインアートコース ○ ○  ○ ○ ○ × ○ 

④その他の普通科（清田、平岸の普通コース含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

⑤理数科 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 

⑥体育科・外国語科・工芸科 ※注 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 

⑦農業・工業・商業・水産・家庭・看護・福祉科 ※

注 

× × × × × × ○ ○ 

⑧総合学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ※注 ⑥→⑥、⑦→⑦の出願変更は同じ大学科間のみ可能 

 

※願書・検定料の扱い    ・道立→道立 ｏｒ 市立→市立は、願書・検定料ともに不要 

                        ・道立→市立 ｏｒ 市立→道立は、新しく願書を作成し、検定料 

も手続き時に必要ですが、後日指定した口座に還付されます。 
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 私立高等学校の入試について      
 

 

１．最近の私立高校の傾向 
私立高校には公立高校にはない特長があります。ほとんどの私立校は、入学時から多種多様の学科

やコース分けを行い、多くの学習スタイルを持っています。また、系列大学への進学やその他大学へ

の推薦入学枠などにより、上級学校への進学に有利になる場合が多いです。 

一方で、北海道ではどちらかと言うと、公立高校の滑り止めという側面があるのも事実です。その

大きな理由は学費です。以前は、公立高校と比べると、入学金・授業料とも高く、「家計のことを考

えると私立は厳しい、公立じゃないと・・・」という状況がありました。しかし、最近はそれらの状

況が変わりつつあります。国や自治体からの助成金制度(就学支援金制度等)が導入され、加えてどの

私立高校にも特待生制度が設けられていますので、ある程度以上の学力を有する生徒であれば、その

制度を利用すると安い経費で高校に通学することができます。  

大学進学率・独自の教育課程・施設設備や指導の充実などで、私立高校を第一希望にする生徒が着

実に増えてきているのが最近の傾向と言えます。 

 

 

 

２．一般出願の入試日程 
道内私立高校入試 Ａ日程 Ｂ日程 

２０２１年 ２／１６(火)、１７(水) ２／１９(金)、２０(土) 
 
札幌日大 
東海札幌 
北海学園札幌 
札幌光星 
科学大学 
札幌創成 
札幌北斗 
札幌静修 
札幌山の手 
札幌聖心女子 
函館ラサール 
（函館白百合） 

 
（遺愛女子） 
（函大柏稜） 
（函大有斗） 
（函館大谷） 
（清尚学院） 
（函館大妻） 
北照 
小樽明峰 
（旭川龍谷） 
（旭川大高） 
（旭川実業） 
（旭川藤女子） 
（旭川明成） 
 

 
（北見藤女子） 
（駒大苫小牧） 
（苫小牧中央） 
大谷室蘭 
（海星学院） 
道栄 
（帯広大谷） 
（帯広北） 
（白樺） 
（稚内大谷） 
（武修館） 

 
北海 
札幌第一 
立命館慶祥 
札幌大谷 
北星大附属 
札幌龍谷 
 

 
とわの森三愛 
北星女子 
札幌新陽 
道文教大明清 
小樽双葉 
（北星余市） 
 

 

 

≪その他の私立高等学校≫ 

◇池上学院高等学校、 ◇星槎国際高等学校、 ◇クラーク記念国際高等学校、  

◇北海道芸術高等学校、 ◇札幌自由が丘学園三和高等学校、 ◇飛鳥未来・きずな高等学校、  

◇第一学院高等学校、 ◇青森山田高等学校（通信）など 

 

※札幌市内の通信制・単位制の私立高校は、全日制と同様に昼間学校に通うコースがあるもの

がほとんどです。 

 

 

 

（注） 

◆学校名は略称で表記 

◆「進路のしおり」に載って

いないものはカッコで表記 

◆全員中学から持ち上がり

の高校は入試を行わない 
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３．出願手続き 
 

（１）出願できる学校 

全道どこの学校でも出願が可能です。受験日をＡ日程・Ｂ日程の２つに分けているので、そ

れぞれの日程から１校ずつ、最大２校まで出願できます。ただし、出願変更はできません。 

出願の方法はほぼ次のようになっています。 

 

併願（一般）・・・公立と私立の両方を受験する。 両方合格した場合はどちらに入学しても

良い。 

単 願   ・・・・・その私立だけを受験する。 合格した場合は、その高校に必ず入学する。 

（専願）・・・・・一部の高校ですが、その高校を第一志望として、公立高校を第２志望とす

る形。 

推 薦  ・・・・・ 中学校長の推薦をもらい受験する。合格した場合は、その高校に必ず入学

する。 

 

（２）出願の流れ 

①願書の配布（一般受験）・・・・３学期始業式 ※推薦・単願・（専願）受験者は２学期中 

・願書形式は各高校で異なります。公立と同様、出願者本人がていねいに記入してくださ

い。 

・受験料は、募集要項に添付されている振り込み用紙を用いて、銀行または郵便局の窓口

で支払います。そして、窓口で受け取った振り込み票（領収印が押してあるもの）を願

書の指定された箇所に貼り付けてください。（学校によって様々です） 

受験料は、１５，０００円～２０，０００円前後です。 

 

②願書の提出（一般受験）・・・・・願書配布から数日後  

※推薦・単願・（専願）受験者は２学期中 

 

③選抜方法 

多くの場合、以下の３つを総合的に評価して判断します。 

・個人調査書・・・・かなり重要視されます。 

・学力検査・・・・・５教科または３教科。高校によって、またはコースによって異なり

ます。 

・面接・・・・・・・多くの高校で実施されます。面接試験で不合格になることも少なく

ありません。 

※面接のない学校でも、「学力検査時の様子を観察させていただく」

との連絡がありました。分からなくても真剣に問題に取り組んで 

 いる姿勢を示すことが大事で、途中で机に顔を伏せるなどはNG。 

 

不合格になった実例 

・連絡なしの欠席 

・私服や化粧、頭髪、服装の乱れ 

・他校または自校の生徒とのトラブル 

・態度や言葉遣いが横柄、真剣さがみられない感じられない話し方や内容 

・受験の意思が不明確 

 

④合格発表・・・・・高校毎に異なります。本人宛に通知されます。 

 

⑤入学手続き・・・各高校からの文書をよく読み、確実に手続きを行ってください。指定期間

内に手続きをしない場合は、合格していても入学できません。公立高校と併

願している場合、仮に追加合格前に入学金を納入しても、納入金が返金され

るとは限りません。一部の高校では返金されるようですが、これについても

文書をよく読んで確認をお願いします。 
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 推薦受験について             
※この項での「推薦」とは中学校（校長）推薦のことです。大通・有朋高校等の自己推薦とは違います。 

 

 

１．推薦受験について 「進路のしおり」P４４～４５ 
推薦受験とは、中学校長による「推薦」を得て上級学校に出願する制度です。つまり、明園中学校

として、「その生徒の人物や学力・生活態度に問題なし」として高校側に推薦することになりますか

ら、明園中学校を代表する意味合いもあります。また、高校入学後も高校の先生方から期待をかけら

れることになりますので責任は非常に重いとも言えます。推薦受験者には、それだけの自覚と努力が

求められます。 

 

 

２．推薦決定までの流れ 
推薦を希望する生徒は、下記の流れで審査を受けます。本人が申し出ただけでは学校推薦にはなり

ませんのでご注意ください。学年会・校内推薦委員会・校長面接の各段階で学校推薦にふさわしいか

否かを審査します。審査に通った者のみ推薦受験に出願することができます。 

推薦希望の申し出期間（推薦依頼書提出を含む）は、１１月１１日～１１月２０日です。希望する

場合は、ご家庭でよく話し合い、事前に担任の先生と相談してください。 

 

推薦依頼書提出 

１１／１１～２０ 
→ 

校内推薦委員会 

○ｏｒ× 
→ 

校長面接（最終判断） 

○ｏｒ× 
→ 

推薦入試 

○→内定 ×→再出願 
※再出願時の手続きは保護者 

の方に行っていただきます 

 

３．推薦基準 
推薦基準は、高等学校側の基準と明園中学校の基準の両方を満たしていることが条件となります。 

 

 

本校での推薦基準（公立基準抜粋） 

 

 

・人物的に学校長推薦に値すると認められること。 

・本人、保護者の希望が一致していて、その依頼に基づくものであること。 

・入学後、３年間の在学見通しが確実であると見込まれること。 

・推薦決定後も中学校での学習、生活に真摯に取り組める生徒であること。 

・生活行動面で次の項目に当てはまらない者。（以下の項目に該当しないこと） 

 

   Ａ：非行 

      喫煙、飲酒、暴力、器物破損、万引き、窃盗、シンナー、カンパなど 

   Ｂ：学校生活 

      学校の決まりに反する行動……服装、頭髪の乱れなど 

      日常の生活に問題がある………言動・授業態度、奉仕活動など 

   Ｃ：欠席、遅刻、早退 

      病気欠席や正当な理由以外の欠席、遅刻、早退等の回数が多い 

 

     ※推薦内定後に上記の事項に該当した場合、取り消しもあり得る。 

 

 

 

・一般受験でも十分に合格の可能性があり、入学後十分な力を発揮できると判断できる生徒。 
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   以下のことを含み置くこととする。 

     ・欠席、遅刻、早退が極めて少ない。（入院等の明確な理由がある場合を除く） 

     ・清掃や学級の係活動などの奉仕作業に真剣に取り組んだ。 

     ・生徒会活動（委員会活動）に積極的に参加し、リーダーシップを発揮した。 

     ・学校行事や諸活動に積極的に参加し、学級や学年に貢献した。 

     ・学校生活のきまりをしっかりと守って生活した。  

 

※過去に推薦されなかった例 

・希望する高等学校に対して、明らかに学力が不足している生徒 

・推薦するにふさわしいリーダー性の実績がない生徒（公立高校） 

・生活指導上問題のあった生徒 

・欠席・遅刻・早退が多い生徒 

・学校徴収金を滞納している 

 

４．その他の留意点 
（１）公立高等学校 

・推薦受検で出願した後は、出願変更はできません。 

・推薦で合格内定後、入学を辞退して他の高校を受検することはできません。 

・推薦で不合格になった場合は、一般受検に出願できます（再出願）。その場合は、公立高校・

学科はどこに出願してもかまいません。 ※ただし、推薦受験校に再出願するのが一般的です。 

・私立高校の一般受験との併願は可能です。 ※ただし、推薦で合格が内定した場合は、私立高

校の受験は辞退するのが一般的です。 

・推薦受検の面接を欠席した場合、または合格内定後の入学確約書を提出しなかった場合は、再

出願及び２次募集に出願することはできません。（つまり公立校への進学は不可能になります） 

 

（２）私立高等学校 

・ほとんどの高校に推薦制度があります。学校により推薦基準が異なります。 

・願書の配布と提出は、一般受験より早く手続きをすることになります。 

・個人調査書と面接試験等を総合的に判断して合否が決定されます。 

・合格した場合は必ず入学しなければなりません。 

 
 

 その他の進学と就職について      
 

１．国立高等専門学校 「進路のしおり」P１６１～１６９ 
道内には工業系の高等専門学校が、函館・苫小牧・旭川・釧路の４都市に設置されています。修業

年限を５年間で、高校と短大をあわせたようなシステムをとり、専門教科の一貫教育を行います。卒

業後は、専攻科への入学または４年制大学への編入学（編入試験有り）も認められています。専門的

知識と技能を身につけているため、高い評価を得ており、就職率はほぼ１００％となっています。 

（１）出願できる学科及び募集人員 

◇函館高専・・・・生産システム工学科（１２０）・物質環境工学科（４０） 

・社会基盤工学科（４０） 

◇旭川高専・・・・機械システム工学科・電気情報工学科・システム制御情報工学科 

・物質化学工学科（各４０） 

◇苫小牧高専・・・創造工学科：機械系、都市・環境系、応用化学・生物系、電気電子系、 

情報科学・工学系（２００） 

◇釧路高専・・・・創造工学科（スマートメカニクスコース～情報工学分野、機械工学分野～、

エレクトロニクスコース～電気工学分野、電子工学分野～、建築デザインコ

ース～建築学分野～（１６０） 

※理工系の専門校ですので、理科・数学・英語が得意であることが求められます。 
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（２）入学者選抜の方法と日程 

・学力検査（５教科）と個人調査書、健康診断書をもとに選抜されます。公立高校・私立高

校との併願もできます。 

・推薦選抜は各校毎に異なります。出願手続きは一般受験よりも早めになります。 

 

 

２．専修学校・各種学校・職業訓練施設 「進路のしおり」P２６５～２７１ 
  札幌近郊では、◇札幌高等技術専門校、 ◇札幌科学技術専門学校 

   ◇光塩学園調理製菓専門学校  などがあります。 
 

（１）専修学校 

「職業・生活に必要な能力の育成と教養の向上を図る」ことを目的に設置され、修業年限1年

以上、年間授業時間数８００時間以上、生徒数が常時４０名以上の条件を満たすと専修学校と

して認可されます。ほとんどは高卒者を対象にしていますが、中卒者でも入学できる学校があ

り、３年間の教育課程を持つ学校では、高校卒業や大学受験資格を得られる制度もあります。 

選抜方法は、各校毎に異なりますが、書類審査・面接・作文などが多いようです。 

 

（２）各種学校 

専修学校と目的は同じでも、上記の条件を満たしていない学校は各種学校と呼ばれます。 

 

（３）職業訓練施設 

将来の就職を確かなものにするために職業訓練を行う施設です。中卒者の訓練期間は１～２

年間です。受付期間は１２月～１月で、学力試験・面接・職業適性検査などが課せられます。 

 

 

３．道外の受験について 
各都府県で日程や選抜方法が異なります。道外の公立高校を受検する場合は、中学校から各都府県

の教育委員会に問い合わせて出願手続きについて調べます。実際の手続きについては、保護者の方に

行っていただく場合もあります。該当する場合は早めに担任の先生に申し出てください。 

 

４．就職について 
「公共職業安定所」（ハローワーク）との連携で、職場を希望者に紹介します。しかし、例年のこ

とですが、求人情報は数件にすぎません。そのほとんどが道外の企業です。１０～１１月にハローワ

ークでは、就職希望者と個別に職業相談を行います。１２月に選考試験が開始されますので希望者は

早めに担任の先生に申し出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




























